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岡
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明
治
維
新
直
後
、
わ
が
国
産
業
の
発
展
、
経
済
の
拡
大
を
促
進
す
る
た
め
に
、
生
産
資
金
供
給
の
手
段
と
し
て
維
新
政
府
に
よ
っ

て
太
政
官
札
が
発
行
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
政
府
造
出
資
金
の
産
業
発
展
に
対
す
る
効
果
は
、
維
新
当
初
に
お
い
て
は
政

府
の
期
待
に
応
え
る
に
十
分
で
は
な
く
、
む
し
ろ
太
政
官
札
発
行
は
赤
字
財
政
を
補
填
す
る
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

状
態
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
径
路
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
る
太
政
宿
札
の
発
行
額
を
、
適
度
な
数
量
に
制
約
す
べ
き

基
準
は
存
在
し
な
い
と
等
し
い
状
態
に
陥
っ
た
。

　
こ
こ
に
お
い
て
、
維
新
政
府
は
明
治
二
年
五
月
、
太
政
官
札
の
最
高
発
行
額
を
三
、
二
五
〇
万
両
に
制
限
す
る
こ
と
を
決
定
し
た

が
、
そ
の
後
太
政
官
札
は
四
、
七
〇
〇
万
両
に
増
加
し
、
ま
た
七
五
〇
万
両
の
民
部
雀
札
が
追
加
発
行
さ
れ
、
さ
ら
に
大
蔵
省
兌
換

　
　
　
　
金
札
価
値
論
争
に
つ
い
て
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証
券
お
よ
び
開
拓
使
兌
換
証
券
が
兌
換
券
と
し
て
三
井
組
を
通
じ
て
発
行
さ
れ
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
交
換
券
も
明
治
七
年
五
月
新
紙

幣
と
交
換
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
換
紙
幣
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
明
治
七
年
十
二
月
末
に
お
け
る
太
政
官
札
、
民
部

雀
札
、
新
紙
幣
等
の
政
府
紙
幣
流
通
額
合
計
は
九
、
一
二
八
万
余
円
に
達
し
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
太
政
官
札
、
民
部
雀
札
等
の
政
府
紙
幣
は
、
維
新
政
府
の
政
治
的
権
力
が
い
ま
だ
十
分
に
碓
立
し
て
い
な
か
っ
た
た
め

に
、
全
国
的
に
流
通
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
太
政
官
札
発
行
直
後
に
お
い
て
は
、
流
通
手
段
と
し
て
機
能
す
る
範
囲
は
き
わ

め
て
狭
少
な
地
域
に
限
定
さ
れ
、
そ
の
価
値
も
正
貨
に
対
し
て
六
〇
県
余
の
下
落
を
来
し
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
明
治
元
年
十

二
月
よ
り
翌
二
年
二
月
ま
で
の
「
金
札
相
場
書
調
帳
（
」
の
記
録
に
も
紙
幣
価
値
が
三
七
県
乃
至
四
五
％
の
低
落
を
現
わ
し
た
こ
と
が

見
ら
れ
、
明
治
二
年
五
月
の
「
金
札
流
通
状
況
探
索
書
｛
」
も
金
札
を
流
通
手
段
と
す
る
場
合
の
物
価
は
、
正
貨
を
基
準
と
す
る
物
価

に
対
し
て
一
〇
％
乃
至
二
〇
％
の
高
騰
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
洋
銀
相
場
に
お
い
て
も
、
銀
四
五
匁
を
基
準
相
場
と
す
る
洋
銀
が
、
明
治
元
年
九
月
四
七
匁
を
超
え
、
二
年
上
期
に
は
五
〇

匁
台
、
下
期
に
は
六
〇
匁
台
に
騰
貴
し
、
三
年
に
至
っ
て
は
六
〇
匁
台
を
下
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
洋

銀
相
場
の
変
動
は
貿
易
収
支
の
影
響
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
明
治
元
年
上
期
に
お
い

て
四
五
匁
を
超
え
る
こ
と
の
な
か
っ
た
洋
銀
相
場
が
、
太
政
宮
柱
発
行
の
後
、
九
月
以
降
漸
次
騰
貴
を
続
け
、
一
○
％
よ
り
四
〇
％

内
外
の
騰
貴
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
単
に
貿
易
収
支
の
影
響
に
よ
る
の
み
で
な
く
、
紙
幣
価
値
の
低
下
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
明
治
初
年
に
お
い
て
、
こ
の
七
う
な
紙
幣
価
値
の
低
落
が
現
わ
れ
た
こ
と
の
土
要
な
原
因
は
、
維
汚
後
の
社
会
的
経
済
的
混
乱
期

に
政
治
的
権
力
の
不
安
定
な
政
府
に
よ
っ
て
、
政
府
紙
幣
が
経
済
社
会
の
資
金
需
要
を
考
慮
十
る
こ
と
な
く
、
ほ
と
ん
ど
財
政
的
必
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要
の
た
め
に
増
発
さ
れ
た
こ
と
に
見
出
さ
れ
る
と
思
う
。
「
紙
幣
整
理
始
未
Ｌ
は

　
　
「
明
治
初
年
紙
幣
下
落
ノ
原
因
ハ
基
発
行
額
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
、
人
民
カ
紙
幣
二
信
用
ヲ
置
カ
サ
リ
シ
ニ
ア
リ
、
故
二
兵
乱
鎮
定
シ

　
社
会
ノ
秩
序
回
復
シ
、
人
民
新
政
府
ノ
成
立
ヲ
了
解
ス
ル
ニ
至
り
シ
ヤ
、
紙
幣
ハ
漸
次
流
通
ノ
範
囲
ヲ
弘
フ
シ
、
其
発
行
額
ノ
漸

　
次
増
加
ス
ル
ニ
モ
拘
ハ
ラ
ス
、
其
価
格
ハ
回
復
シ
テ
独
り
正
貨
ト
同
価
二
通
用
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
或
ハ
反
テ
正
貨
二
打
歩
ヲ
生

　
　
　
　
　
　
　
　
卯

　
ス
ル
ニ
至
り
タ
リ
」

と
、
明
治
初
年
の
紙
幣
価
値
の
低
落
は
、
主
と
し
て
新
政
府
に
対
す
る
不
信
認
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
紙
幣
発
行
量
の
増
加

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
維
新
政
府
は
自
ら
発
行
す
る
紙
幣
量
の
膨
脹
に
関
し
て
全
く
無
関
心
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
の

発
行
額
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
紙
幣
価
値
を
安
定
せ
し
め
よ
う
と
す
る
考
慮
を
払
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
太
政
官
札
発
行
の

当
初
に
お
い
で
も
全
国
米
穀
産
出
高
を
規
矩
と
し
て
、
そ
の
発
行
限
度
を
三
、
〇
〇
〇
万
両
と
限
定
し
、
ま
た
明
治
二
年
五
月
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
困

八
日
の
布
告
に
お
い
て
も
「
国
カ
ュ
不
応
御
振
出
シ
相
成
侯
テ
ハ
弥
御
引
替
之
道
難
被
相
立
候
」
と
い
う
理
由
に
も
と
づ
い
て
、
発

行
限
度
を
三
、
二
五
〇
万
両
に
限
定
す
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
っ
て
維
新
政
府
が
太
政
官
札
発

行
に
関
し
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
主
要
生
産
物
で
あ
る
米
穀
産
出
量
を
基
準
と
し
て
、
経
済
発
展
に
必
要
な
通
貨
の
適
正
量
を
測
定

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
紙
幣
価
値
の
維
持
を
期
待
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
紙
幣
数
量
抑
制
の
原
則
が
わ
が

国
の
生
産
力
に
も
と
づ
い
て
決
定
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
維
新
政
治
を
担
当
す
る
新
政
府
の
財
政
的
必
要
は
、
太
政
官
札
お
よ

び
そ
の
他
の
政
府
紙
幣
を
逐
次
増
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
で
充
足
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
生
ず
る

に
至
っ
た
こ
と
は
財
政
的
基
礎
の
薄
弱
で
あ
っ
た
維
新
政
府
が
、
政
治
的
経
済
的
諸
改
革
に
要
す
る
多
額
の
政
府
費
用
に
対
し
、
そ
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の
財
源
を
租
税
あ
る
い
は
公
債
に
求
め
る
方
法
を
碓
立
し
得
な
い
た
め
に
、
貯
蓄
を
前
提
と
す
る
こ
と
な
く
、
専
ら
政
府
紙
幣
発
行

に
よ
る
資
金
造
出
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
明
治
四
年
五
月
金
本
位
制
に
も
と
づ
く
貨
幣
制
度
が
碓
定
さ
れ
、
七
月
に
は
廃
藩
置
県
が
実
施
さ
れ
て
、
全
国
的
経
済
組
織
を
成

立
せ
し
め
る
基
礎
が
整
備
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
漸
次
政
府
紙
幣
は
流
通
手
段
と
し
で
の
機
能
を
充
実
し
、
そ
の
価
値
け
回
復
し
で
正

貨
に
接
近
す
る
に
至
っ
た
。
政
府
紙
幣
の
発
行
額
は
、
大
蔵
雀
お
よ
び
開
拓
使
の
兌
換
券
を
除
外
し
て
、
明
治
四
年
末
五
、
五
五
〇

万
円
、
五
年
末
五
、
九
一
〇
万
円
、
六
年
末
に
は
六
、
九
五
五
万
円
と
漸
増
し
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
紙
幣
価
値
け
ほ
ぼ
安
定
し
、

明
治
五
、
六
年
の
頃
に
は
紙
幣
と
正
貨
の
間
に
差
違
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
わ
が
国
の
近

代
国
家
と
し
で
の
政
治
的
体
制
が
漸
く
整
備
の
緒
に
つ
き
、
全
国
的
流
通
経
済
組
織
形
成
の
条
件
も
充
足
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
た
め
、

経
済
社
会
の
資
金
需
要
量
も
漸
次
増
大
し
で
来
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
紙
幣
整
理
始
末
Ｌ
に
も
、

　
　
「
六
年
ョ
リ
十
一
年
一
月
二
至
ル
マ
テ
、
政
府
紙
幣
流
通
高
ハ
著
ル
シ
キ
増
加
ヲ
為
シ
タ
レ
ト
モ
、
最
初
ハ
其
高
尚
ホ
我
国
通
貨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
需
要
高
ノ
範
囲
内
二
在
リ
シ
テ
以
テ
、
最
後
ノ
発
行
マ
テ
ハ
常
二
正
貨
ト
並
価
二
流
通
シ
、
其
価
格
下
落
ノ
恐
ア
ラ
サ
リ
キ
」

と
、
政
府
紙
幣
発
行
額
が
経
済
社
会
の
資
金
需
要
量
と
均
衡
し
、
紙
幣
価
値
が
正
貨
と
平
価
を
保
持
し
得
た
と
述
べ
ら
れ
で
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
紙
幣
と
正
貨
が
常
に
平
価
に
流
通
し
で
い
た
も
の
で
は
な
く
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
。
ン
を
顕
在
化
す
る
に
至
る
ほ

ど
、
紙
幣
価
値
の
低
落
は
激
し
く
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
紙
幣
は
正
貨
に
対
し
で
絶
え
ず
低
価
に
あ
り
、
洋
銀
相
場
に
お
い
で
も
、

明
治
六
年
よ
り
八
年
の
間
に
洋
銀
と
紙
幣
の
較
差
は
平
均
三
・
五
％
の
開
き
が
現
わ
れ
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
洋
銀
相
場
の
騰
貴

は
輸
入
超
過
の
継
続
に
よ
る
国
際
収
支
の
逆
調
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
当
時
わ
が
国

に
お
け
る
国
内
通
貨
の
主
体
が
、
経
済
社
会
の
資
金
需
要
に
応
じ
で
供
給
さ
れ
た
も
の
で
な
く
政
府
に
よ
っ
で
一
方
的
に
財
政
支
出
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の
た
め
に
造
出
さ
れ
た
紙
幣
を
も
っ
で
構
成
さ
れ
て
い
た
た
め
、
経
済
社
会
の
必
要
と
す
る
通
貨
量
を
超
え
て
、
不
換
紙
幣
が
経
済

流
通
過
程
に
滞
留
し
過
剰
発
行
の
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
の
通
貨
事
情
は
、
金
本
位
制
の
下
に
お
け
る
為
替
相
場
に
よ
る
貿
易
収
支
に
対
す
る
自
動
的
調
節
作
用
が

機
能
す
る
条
件
を
失
っ
て
お
り
、
対
外
支
払
手
段
と
し
て
の
正
貨
と
交
換
す
る
場
合
に
、
政
府
紙
幣
は
減
価
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
国

内
通
貨
と
し
で
も
正
貨
と
平
価
を
保
持
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
国
内
物
価
の
騰
貴
、
慢
性
的
輸
入
超
過
、
正

貨
の
国
外
流
出
を
招
く
に
至
り
、
さ
ら
に
、
明
治
五
年
国
立
銀
行
条
例
に
も
と
づ
い
て
、
通
貨
価
値
安
定
の
目
的
を
も
っ
て
発
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
兌
換
銀
行
券
が
、
か
え
っ
て
正
貨
の
国
内
流
出
を
容
易
に
す
る
手
段
と
な
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
「
明
治
財

政
史
」
に
も
、

　
　
「
明
治
七
年
ノ
交
二
至
り
政
府
紙
幣
濫
発
ノ
害
毒
漸
ク
市
場
二
現
ハ
レ
、
輸
入
貨
物
ノ
促
進
ト
共
二
正
貨
ノ
流
出
甚
タ
シ
ク
、
紙

　
幣
日
二
下
落
シ
テ
金
貨
益
々
上
騰
ヲ
告
ケ
、
八
年
六
月
二
至
り
政
府
紙
幣
ハ
金
貨
千
円
二
対
シ
テ
拾
七
八
円
ノ
差
価
ヲ
生
シ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
リ
、
故
二
銀
行
紙
幣
ハ
従
テ
発
行
ス
レ
ハ
従
テ
取
附
二
会
ヒ
須
臾
モ
市
場
二
流
通
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」

と
、
政
府
紙
幣
の
正
貨
に
対
す
る
減
価
が
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
洋
銀
相
場
の
変
動
を
見
る
と
、
明
治
ハ
、
九
年
の
頃
に
お
い
て
は
、
輸
入
超
過
期
に
当
る
上
期
に
対
し
て
輸
出
超
過
期
の
下

期
に
は
洋
銀
相
場
は
下
落
す
る
順
道
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
八
年
上
期
に
は
六
二
匁
台
に
あ
っ
た
洋

銀
相
場
が
、
八
月
以
降
六
〇
匁
余
に
下
落
し
、
ま
た
明
治
九
年
上
期
六
〇
匁
余
が
五
月
以
降
は
五
八
、
九
匁
の
線
ま
で
下
降
し
て
い

る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
状
態
は
、
洋
銀
相
場
の
変
動
が
貿
易
収
支
に
対
応
し
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
が
、
明
治
十
年
下
期
に
至
る
と
、
貿
易
収
支
は
順
調
に
転
じ
た
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
洋
銀
相
場
は
六
二
匁
台
を
下
ら
ず
、
さ
ら
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に
十
一
年
に
入
っ
て
は
、
六
六
匁
よ
り
六
八
匁
と
高
騰
の
傾
向
を
示
し
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
明
治
八
年
三
月
、
国
立
銀
行
四
行
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
兌
換
券
発
行
の
困
難
に
つ
い
て
の
陳
情
書
に
は
、
貿
易
収
支
の
逆
調
、

貿
易
外
支
払
の
超
過
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
為
替
相
場
の
騰
貴
は
、
金
貨
の
国
外
流
出
、
国
内
流
出
を
激
化
せ
し
め
る
と
と
も
に
、

紙
幣
と
金
貨
の
価
値
に
関
す
る
較
差
を
拡
大
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
先
貿
易
場
ヨ
リ
金
貨
ト
金
札
ト
ノ
価
格
二
差
違
ヲ
生
シ
自
ラ
内
地
二
相
及
シ
、
平
常
ノ
金
貨
ノ
方
金
札
ヨ
リ
価
位
相
増
シ
、
目

　
今
ノ
勢
ニ
テ
ハ
銀
行
紙
幣
ノ
如
キ
ハ
只
此
輸
出
ノ
便
ヲ
資
ク
ル
迄
ト
相
成
、
内
地
人
民
金
札
ノ
徴
信
ヲ
厚
フ
ス
ル
ノ
神
袖
ニ
ハ
聊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
哨

　
モ
其
効
無
之
哉
二
奉
存
侯
事
」

　
こ
の
説
明
に
よ
っ
て
も
、
国
内
通
貨
と
し
て
の
政
府
紙
幣
が
、
明
治
四
年
の
新
貨
条
例
に
も
と
づ
く
本
位
金
貨
に
代
位
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
金
貨
に
対
し
て
紙
幣
価
値
低
下
の
状
態
を
現
出
し
、
通
貨
価
値
安
定
の
目
的
を
も
っ
て
制
定
さ
れ
た
兌
換
券
の
発
行
を

す
ら
不
可
能
な
ら
し
め
る
に
至
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
そ
の
原
因
は
、
経
済
発
展
に
必
要
と
す
る
通
貨
量
を
超
え
て
政
府

紙
幣
が
発
行
さ
れ
、
そ
の
通
貨
が
資
本
形
成
た
め
に
投
資
さ
れ
る
こ
と
少
く
、
流
通
過
程
に
滞
留
す
る
に
至
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
明
治
八
年
五
月
、
大
蔵
雀
兌
換
証
券
開
拓
使
兌
換
証
券
が
不
換
紙
幣
と
な
り
、
同
月
末
の
不
換
紙
幣
は
九
、
一

五
五
万
円
、
八
年
末
に
は
九
、
九
〇
六
万
円
と
増
大
し
て
お
り
、
本
位
金
貨
に
対
す
る
紙
幣
減
価
が
明
治
八
年
に
は
一
・
五
％
内
外

で
あ
る
が
、
九
年
上
期
に
は
三
・
五
％
と
較
差
が
開
い
て
い
る
事
実
が
証
明
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
明
治
九
年
八
月
国
立
銀
行
条
例
の
改
正
に
よ
り
、
銀
行
券
も
ま
た
不
換
紙
幣
と
な
り
、
さ
ら
に
十
年
の
西
南
戦
争
勃
発
に
よ
っ

て
、
不
換
紙
幣
の
流
適
量
は
明
治
十
年
末
一
一
、
九
一
四
万
円
、
十
一
年
末
コ
ハ
、
五
六
九
万
円
と
急
増
し
、
ま
た
紙
幣
価
値
も
金

貨
に
対
し
明
治
十
年
下
期
平
均
六
・
七
％
、
十
一
年
平
均
一
五
・
ハ
％
の
減
価
を
現
わ
す
に
至
り
、
「
紙
幣
整
理
始
末
」
が
「
十
年

一一一一92-



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

以
降
紙
幣
下
落
ノ
原
因
ハ
全
ク
其
発
行
額
ノ
過
多
ナ
ル
ニ
ア
リ
」
と
述
べ
で
い
る
よ
う
に
、
紙
幣
の
過
剰
宛
行
の
事
態
は
否
定
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
顕
著
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
紙
幣
価
値
の
低
落
の
原
因
が
不
換
紙
幣
の
過
剰
発
行
に
あ
る
と
す
る
「
紙
幣
整
理
始
末
」
は
、
明
治
十
四
年
秋
以
後

紙
幣
整
理
政
策
を
断
行
し
た
松
方
正
義
の
通
貨
政
策
原
理
を
表
明
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
明
治
二
年
以
降
、
わ
が
国
の

社
会
的
経
済
的
変
革
の
時
期
を
通
じ
て
、
経
済
拡
大
の
た
め
に
資
金
供
給
に
重
点
を
お
い
て
来
た
通
貨
政
策
の
指
導
的
地
位
に
あ
っ

た
大
隈
重
信
の
政
策
原
理
に
対
す
る
批
判
的
見
地
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
紙
幣
過
剰
発
行
の
主
張
が
一
般
的
に
承

認
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、

　
　
「
十
一
、
十
二
両
年
間
ハ
紙
幣
ノ
価
ハ
下
落
セ
ル
ニ
非
ス
、
其
発
行
モ
過
多
ナ
ル
ニ
非
ス
、
銀
貨
二
対
シ
テ
差
ア
ル
ハ
洋
銀
ノ
騰

　
貴
セ
ル
ニ
由
レ
ル
ナ
リ
、
洋
銀
ノ
騰
貴
ハ
貿
易
ノ
不
平
均
ニ
ア
リ
、
貿
易
ノ
不
平
均
ハ
資
本
欠
乏
シ
テ
物
産
工
作
起
ラ
サ
ル
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
リ
ト
ノ
説
尚
ホ
盛
二
行
ハ
レ
タ
リ
」

と
、
「
紙
幣
整
理
始
末
」
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
紙
幣
価
値
変
動
の
原
因
を
め
ぐ
っ
て
、
不
換
紙
幣
の
過
剰
発
行
説

と
正
貨
高
価
説
と
の
論
議
が
対
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
治
十
年
前
後
に
お
い
て
、
通
貨
政
策
の
当
局
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い

た
正
貨
高
価
説
が
、
ど
の
よ
う
な
論
拠
に
も
と
づ
い
て
い
た
の
か
、
ま
た
金
札
価
値
の
安
定
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
政
策
が
介
画
さ

れ
て
い
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
を
本
稿
の
目
的
と
す
る
。
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二

　
明
治
十
年
下
期
以
降
顕
著
に
な
る
に
至
っ
た
洋
銀
相
場
高
騰
の
現
象
に
対
し
て
、
そ
の
原
因
は
貿
易
収
支
の
逆
調
に
見
出
さ
れ
る

と
す
る
も
の
と
、
不
換
紙
幣
の
過
剰
発
行
に
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
と
の
論
議
が
、
明
治
十
一
、
十
二
年
の
頃
に
展
開
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
原
因
把
握
の
立
場
を
異
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
の
通
貨
価
値
安
定
に
関
す
る
政
策
が
著
し
く
対
立
す
る
に
至

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
前
者
の
意
見
の
う
ち
、
そ
の
論
拠
を
最
も
明
確
に
し
で
い
る
も
の
の
一
つ
は
、
大
蔵
雀
の
鈴
木
利

亨
、
神
鞭
知
常
が
行
っ
た
明
治
八
年
以
後
の
経
済
実
態
に
関
す
る
分
折
に
も
と
づ
い
て
、
大
書
記
官
河
瀬
秀
治
が
総
括
的
意
見
を
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

加
し
て
提
出
し
た
「
財
政
之
儀
二
付
建
言
」
（
明
治
十
二
年
七
月
五
日
付
）
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
建
言
に
よ
る
と
、
紙
幣
の
増
発
を
金
銀
貨
幣
騰
貴
の
原
因
と
す
る
説
は
通
貨
現
象
の
外
容
を
見
で
い
る
の
み
で
、
そ
の
本
質

を
把
握
し
て
い
な
い
。
西
南
の
役
は
明
治
十
年
の
初
期
に
起
り
、
金
銀
貨
の
騰
貴
は
同
年
六
、
七
月
に
顕
著
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
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西
南
の
役
処
理
費
の
た
め
に
紙
幣
発
行
が
最
高
額
に
達
し
た
の
は
十
年
末
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
金
銀
貨
の
急
激
な
騰
貴
は
十
一
年

二
、
三
月
頃
に
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
銀
行
紙
幣
発
行
額
が
最
高
に
達
し
た
の
は
十
一
年
末
で
あ
る
が
、
金
銀
貨
幣
お
よ
び
洋
銀
が

非
常
騰
貴
を
示
し
だ
の
は
同
年
十
月
以
降
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
現
象
を
観
察
し
て
、
正
貨
価
値
変
動
の
原
因
が
不
換
紙

幣
の
過
剰
発
行
に
あ
る
と
論
結
す
る
も
の
は
、
正
貨
騰
貴
の
実
因
と
し
て
、
わ
が
国
の
金
銀
比
価
が
ロ
ン
ド
ン
の
銀
相
場
に
比
較
し

て
銀
を
高
価
に
保
持
し
て
い
る
こ
と
と
、
連
年
の
輸
入
超
過
に
よ
り
正
貨
の
国
外
流
出
が
多
量
に
行
わ
れ
た
事
実
と
を
認
識
し
て
い

な
い
結
果
で
あ
る
と
批
判
し
て
、
こ
の
建
言
書
提
出
者
は
金
銀
高
価
の
実
因
は
次
の
点
に
見
出
さ
れ
る
と
主
張
し
で
い
る
。

　
　
「
我
金
貨
ノ
銀
貨
併
洋
セ
銀
称
ヲ
ス
モ
ョ
リ
モ
騰
貴
セ
シ
ハ
外
国
ノ
金
銀
相
場
及
横
浜
為
替
相
庭
二
之
レ
因
ル
ナ
リ
、
其
銀
貨
カ
紙
幣
二
対

　
シ
テ
騰
貴
セ
シ
ハ
即
チ
金
銀
既
二
欠
乏
ヲ
告
ル
ニ
際
シ
輸
入
物
品
カ
輸
出
物
品
二
超
過
ス
ル
モ
ノ
底
止
ス
ル
所
ヲ
知
ラ
サ
ル
ノ
勢

　
ア
ル
ニ
之
レ
因
ル
ナ
リ
、
而
シ
テ
専
ラ
十
年
及
十
一
年
ノ
発
行
紙
幣
二
就
テ
之
ヲ
謂
ハ
ハ
其
発
行
額
ハ
決
シ
テ
民
間
ノ
需
要
二
過

　
多
ナ
リ
ト
為
ス
へ
カ
ラ
ス
ト
雖
ト
モ
、
其
用
途
ノ
宜
シ
キ
ヲ
得
サ
リ
シ
モ
ノ
ハ
則
之
カ
因
タ
ラ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ナ
リ
」

　
こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
に
至
っ
た
理
由
と
し
て
、
ま
ず
横
浜
に
お
け
る
金
銀
貨
お
よ
び
洋
銀
相
場
を
ロ
ン
ド
ン
銀
相
場
に
対
比
し

た
場
合
、
横
浜
に
お
い
て
は
銀
相
場
が
常
に
高
位
に
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
外
商
は
輸
入
商
品
の
代
銀
を

金
貨
に
交
換
す
る
こ
と
を
望
む
の
み
な
ら
す
、
金
貨
を
一
個
の
商
品
と
見
倣
し
て
買
収
し
去
る
た
め
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
金
貨
は

流
出
し
、
そ
の
銀
に
対
す
る
相
場
は
騰
貴
す
る
。
そ
の
結
果
わ
が
国
に
お
い
て
も
金
貨
退
蔵
の
傾
向
を
生
じ
、
さ
ら
に
金
貨
騰
貴
の

傾
向
を
強
め
る
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
わ
が
国
市
場
に
お
け
る
金
銀
比
価
は
漸
次
ロ
ン
ド
ン
相
場
に
接
近
し
つ
つ
あ
る
が
、

し
か
し
、
な
お
わ
が
国
の
銀
価
は
ロ
ン
ド
ン
の
そ
れ
に
比
較
し
て
高
価
を
保
っ
で
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
東
洋
諸
国
に
お
い
て
は
貿

易
通
貨
と
し
て
銀
貨
を
使
用
す
る
慣
習
が
存
在
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
の
輸
入
超
過
に
対
し
て
、
邦
商
が
対
外
支
払
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手
段
に
必
要
と
す
る
洋
銀
の
保
有
量
が
僅
少
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
対
外
支
払
に
け
お
の
ず
か
ら
金
貨
を

使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
結
果
と
な
り
、
し
か
も
金
貨
相
場
は
外
商
の
決
定
す
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
い
、
金
の
現
送
費
を
差
引
い

た
点
に
お
い
て
評
価
さ
れ
る
た
め
金
貨
が
低
位
に
お
か
れ
る
状
態
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

　
次
い
で
、
紙
幣
に
対
し
て
銀
貨
が
騰
貴
す
る
原
因
に
つ
い
て
は
、
貿
易
収
支
、
為
替
相
場
お
よ
び
横
浜
洋
銀
取
引
所
相
場
等
を
検

討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
明
治
八
年
の
上
期
、
洋
銀
相
場
が
平
均
四
銭
の
昂
騰
を
示
し
た
の
は
、

そ
の
期
間
の
輸
入
超
過
が
九
〇
〇
万
円
を
超
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
下
期
に
お
い
て
は
輸
出
入
ほ
ぼ
均
衡
す
る
に
至
っ
た

た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
銀
相
場
が
昂
騰
に
向
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
横
浜
に
お
け
る
洋
銀
相
場
は
梢
低
下
の
様
相

を
現
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
洋
銀
相
場
が
貿
易
収
支
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
ま
た
明
治
八
年
一
ヶ
年

間
の
輸
入
超
過
一
、
一
三
〇
万
円
に
対
し
、
洋
銀
相
場
騰
貴
の
程
度
が
緩
慢
で
あ
る
点
は
、
四
三
八
万
円
の
正
貨
流
出
が
あ
っ
た
こ

と
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

　
明
治
九
年
に
は
、
ヨ
ー
ロ
で
ハ
に
お
け
る
銀
相
場
の
暴
落
と
生
糸
生
産
の
不
振
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
輸
出
超
過
三
七
四
万
円
に

達
し
、
正
貨
流
出
額
は
二
四
二
万
円
に
止
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
洋
銀
相
場
は
下
落
を
来
す
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
月

二
月
に
お
け
る
洋
銀
相
場
は
金
貨
に
対
し
二
銭
前
後
の
高
位
を
保
っ
て
い
た
。
一
方
、
四
月
横
浜
為
替
相
場
が
三
シ
リ
ン
グ
九
ぺ
ン

ス
半
乃
至
十
一
ぺ
ン
ス
に
下
落
し
た
時
期
に
お
い
て
、
わ
が
国
の
金
貨
相
場
は
梢
騰
骨
の
傾
向
に
転
じ
た
が
、
八
ｌ
十
月
の
生
糸
輸

出
期
に
至
っ
て
洋
銀
相
場
は
、
一
弗
に
対
し
紙
幣
九
四
、
五
銭
の
点
ま
で
下
落
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
わ
が
国
金
価
も
ま
た
下
落
し

て
、
結
局
金
銀
価
の
較
差
は
四
ｌ
六
銭
に
止
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
輸
出
超
過
の
時
期
に
お
い
て
も
洋
銀
相
場
の
下
落
が
僅
少
で
あ

っ
た
の
は
、
外
国
商
社
の
洋
銀
需
要
の
増
大
と
、
在
日
外
国
銀
行
の
為
替
相
場
引
上
げ
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
わ
が
国
の
商
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人
が
専
ら
外
国
銀
行
の
相
場
に
準
拠
し
た
結
果
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

　
明
治
十
年
に
は
、
前
年
の
輸
出
超
過
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
購
買
力
が
輸
入
商
品
に
対
す
る
需
要
を
増
加
せ
し
め
る
原
動
力
と
な

り
、
さ
ら
に
西
南
の
役
の
勃
発
が
政
府
需
要
を
も
増
大
せ
し
め
た
結
果
、
輸
入
超
過
額
四
五
〇
万
円
に
上
り
、
正
貨
の
国
外
流
出
も

増
加
し
て
七
二
八
万
円
に
達
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
洋
銀
は
金
貨
に
対
比
し
て
高
価
の
位
置
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
九

月
ｌ
十
一
月
の
ヨ
ー
ロ
で
ハ
銀
相
場
回
復
の
時
期
に
お
い
て
、
か
え
っ
て
洋
銀
相
場
が
稍
低
落
の
状
態
を
現
わ
し
て
い
る
の
は
、
同

年
下
期
に
お
い
て
わ
が
国
の
輸
出
が
伸
展
し
た
こ
と
に
も
と
づ
く
も
の
と
論
断
し
て
い
る
。

　
次
い
で
、
明
治
十
一
年
に
至
っ
て
洋
銀
相
場
が
暴
騰
し
た
の
は
、
輸
入
超
過
が
七
〇
〇
万
円
に
達
し
、
し
か
も
対
外
支
払
に
充
当

す
べ
き
わ
が
国
の
正
貨
が
す
で
に
欠
乏
を
来
し
て
い
た
こ
と
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
洋
銀
相
場
変
動
を
対
象
と
す
る
投

機
的
取
引
が
洋
銀
昂
騰
の
趨
勢
を
助
長
し
た
こ
と
に
あ
る
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
蔵
雀
の
河
瀬
秀
治
ら
に
よ
る
建
言
は
、
金
価
お
よ
び
洋
銀
相
場
の
騰
貴
は
、
す
べ
て
貿
易
収
支
の
逆
調

を
原
因
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
政
府
紙
幣
の
過
剰
発
行
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
実
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
十
一
年
の
洋
銀
相
場
急
騰
が
輸
入
超
過
と
正
貨
欠
乏
に
も
と
づ
く
こ
と
を
説
く
に
あ
た
っ
て
、
そ

の
輸
入
超
過
を
生
ず
る
に
至
っ
た
原
因
を
、

　
　
「
本
年
西
南
ノ
事
全
ク
終
レ
リ
、
然
レ
ト
モ
前
年
来
引
続
キ
西
南
沿
道
ノ
民
、
外
物
ヲ
購
入
セ
シ
コ
ト
多
ク
、
又
当
年
ハ
金
祿
公

　
債
証
書
ノ
下
附
及
其
売
買
許
可
ノ
令
ア
リ
シ
ヲ
以
テ
、
紙
幣
カ
都
府
及
各
道
僻
地
ノ
士
族
輩
ノ
手
二
落
ツ
ル
コ
ト
頗
ル
多
カ
リ
シ

　
ニ
、
夫
ノ
士
族
輩
ハ
其
用
度
二
窘
究
ヲ
告
ク
ル
ノ
期
二
際
シ
、
渇
望
セ
シ
所
ノ
買
カ
ヲ
一
時
二
其
手
二
収
メ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
多
ク

　
ハ
之
ヲ
生
利
殖
産
ノ
途
二
用
フ
ル
ノ
逞
ナ
ク
、
直
チ
二
日
用
外
物
ノ
購
求
二
支
消
シ
、
或
ハ
更
二
之
ヲ
空
費
シ
テ
、
以
テ
細
民
ヲ
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シ
テ
外
物
購
求
ノ
資
ト
為
サ
シ
ム
ル
ノ
実
ア
リ
キ
、
故
二
金
祿
公
債
証
書
ノ
下
附
ハ
即
チ
間
接
二
外
物
購
求
ノ
大
因
ト
他
シ
」

と
述
べ
て
い
る
の
は
、
紙
幣
の
過
剰
発
行
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
政
府
造
出
の
資
金

が
投
資
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
少
く
、
し
た
が
っ
て
国
内
産
業
の
近
代
化
に
お
け
る
資
本
形
成
の
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
な
く
、
か
え

っ
て
大
部
分
の
資
金
が
消
費
支
出
に
流
れ
た
こ
と
、
し
か
も
国
内
産
業
の
未
成
熟
の
た
め
、
そ
れ
が
輸
入
消
費
財
に
対
す
る
需
要
の

増
大
を
招
来
し
た
結
果
、
洋
銀
相
場
の
急
騰
を
現
出
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
は
、
す
で
に
国
内
通
貨
が
経
済
発
展
の

た
め
に
必
要
な
資
金
量
を
超
過
し
、
多
額
の
通
貨
が
流
通
過
程
に
滞
留
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
こ
こ
に
お
い
て
、
こ
の
建
言
書
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
貨
幣
流
通
高
に
関
す
る
見
解
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
建
言
書
は
、

　
　
「
世
人
或
八
日
、
我
金
銀
貨
及
洋
銀
ノ
騰
貴
ハ
紙
幣
ノ
増
多
ナ
ル
ニ
因
ル
ト
、
是
其
ノ
数
ノ
最
モ
覩
易
キ
モ
ノ
ニ
就
テ
立
ツ
ル
所

　
ノ
説
ニ
シ
テ
、
且
ツ
入
ノ
信
シ
易
キ
所
ナ
リ
、
然
レ
ト
モ
子
細
二
其
騰
貴
ノ
実
情
ヲ
探
討
ス
レ
ハ
、
此
ノ
如
キ
ノ
説
者
ハ
只
其
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
容
ヲ
見
テ
未
タ
其
実
因
ヲ
究
メ
サ
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
可
キ
ノ
ミ
」

と
紙
幣
過
剰
発
行
説
に
反
対
し
、
紙
幣
発
行
額
は
決
し
て
経
済
社
会
の
通
貨
需
要
を
超
過
す
る
も
の
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
し

て
、
そ
の
論
拠
を
次
の
よ
う
に
挙
示
し
て
い
る
。

　
わ
が
国
の
金
銀
貨
幣
は
本
来
欠
乏
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
の
進
歩
、
産
業
の
発
展
に
し
た
が
っ
て
通
貨
需

要
量
が
増
大
し
、
す
で
に
幕
府
時
代
に
お
い
て
も
藩
札
の
発
行
に
よ
っ
て
通
貨
不
足
の
補
充
が
行
わ
れ
る
状
態
で
あ
っ
た
。
維
新

後
、
藩
札
の
流
通
停
止
指
貫
が
通
貨
不
足
を
来
す
原
因
と
な
り
、
一
方
に
お
い
て
財
政
支
出
の
た
め
に
政
府
の
通
貨
需
要
が
増
大
し

た
が
、
租
税
増
徴
に
よ
っ
て
通
貨
不
足
を
激
化
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
維
新
政
府
け
政
府
紙
幣
を
発
行
し
て
財
政
不
足
に
充
当
し
、

ま
た
通
貨
不
足
を
補
充
す
る
政
策
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
地
租
金
納
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
再
び
必
要
通
貨
量
増
大
し
、
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さ
ら
に
明
治
十
一
年
金
祿
公
債
の
売
買
が
公
許
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
公
債
売
出
に
応
ず
る
た
め
巨
額
の
通
貨
を
必
要
と
す
る
に
至

っ
た
。
ま
た
、
士
族
が
商
工
業
に
就
業
す
る
に
当
っ
て
の
資
金
需
要
に
応
す
べ
き
通
貨
量
も
必
然
的
に
膨
脹
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

わ
が
国
の
必
要
通
貨
量
は
維
新
当
時
の
三
、
四
倍
に
上
昇
し
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
建
言
書
は
通
貨
需
要
量
の
増
加
の
結
果
、
政
府
お
よ
び
銀
行
の
紙
幣
発
行
額
は
決
し
て
過
剰
の
状
態
に
陥
っ
て
い

な
い
と
主
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
洋
銀
相
場
騰
貴
の
原
因
を
指
摘
す
る
に
当
っ
て
、
次
の

よ
う
に
論
評
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
「
増
発
紙
幣
ハ
興
業
殖
産
ノ
途
二
其
用
ヲ
為
ス
ヲ
得
ス
シ
テ
、
偏
二
他
ノ
一
方
二
向
テ
究
民
一
時
ノ
困
乏
ヲ
補
充
セ
シ
カ
為
メ
、

　
却
テ
其
奢
侈
心
ヲ
助
長
シ
、
徒
ラ
ニ
不
急
ノ
外
物
輸
入
ヲ
促
進
ス
ル
ノ
資
ト
ナ
リ
テ
、
以
テ
洋
銀
騰
貴
ノ
一
大
因
タ
ル
ニ
至
り
シ

　
ナ
リ
、
若
シ
其
紙
幣
ヲ
シ
テ
興
業
殖
産
ノ
途
二
共
用
ヲ
為
ス
ヲ
得
セ
シ
メ
ハ
、
縦
令
其
散
布
ス
ル
ノ
紙
幣
ヲ
シ
テ
幾
分
力
外
物
購

　
求
ノ
途
二
向
ハ
シ
ム
ル
モ
、
其
業
産
二
依
テ
得
ル
所
ノ
モ
ノ
以
テ
我
輸
出
ヲ
増
益
ス
ル
ノ
実
ア
ル
カ
故
ニ
、
到
底
洋
銀
ノ
騰
貴
ハ

　
今
日
ノ
如
キ
甚
シ
キ
ヲ
見
サ
ル
ペ
シ
（
」

　
す
な
わ
ち
、
政
府
紙
幣
あ
る
い
は
不
換
銀
行
券
の
増
発
が
、
貯
蓄
投
資
の
径
路
を
通
じ
て
資
本
形
成
を
実
現
す
れ
ば
通
貨
量
は
な

お
不
足
状
態
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
多
く
の
通
貨
が
消
費
支
出
特
に
輸
入
消
費
財
購
入
に
使
用
さ
れ
た
た
め
、
輸
入
超
過
、
洋

銀
相
場
騰
貴
を
招
く
に
至
っ
た
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
意
見
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
む
し
ろ
不
換
紙
幣
の
流
通
過
程
に
お
け
る
滞
留
過
剰
を
説
明
し
て
い
る
も
の
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
建
言
言
は
紙
幣
の
増
発
、
紙
幣
購
買
力
の
低
下
を
主
張
す
る
も
の
に
反
対
し
て
、
も
し
そ
の
意

見
が
真
実
を
説
く
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
紙
幣
に
対
す
る
信
用
の
低
下
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
国
内
市
場
に
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お
け
る
物
価
は
輸
入
商
品
価
格
と
と
も
に
騰
貴
の
状
態
を
現
わ
す
は
ず
で
あ
り
、
ま
た
紙
幣
換
物
の
傾
向
が
激
化
す
る
は
ず
で
あ
る

と
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
反
駁
を
証
明
す
る
資
料
と
し
て
米
価
表
を
あ
げ
て
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
明
治
十
年
よ
り
米
作
不
良
の
た
め
騰
骨
の
徴
候
を
現
わ
し
始
め
た
米
価
が
、
十
一
年
下
期
よ
り
十
二
年
に
至
る
間
に
急
騰
の
状
態

に
移
っ
た
原
因
は
、
主
と
し
て
米
作
状
況
の
不
良
、
す
な
わ
ち
商
品
供
給
側
に
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
正
貨
価
値
の
騰
貴
が

幾
分
の
影
響
を
及
ぼ
し
で
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
で
、
決
し
て
紙
幣
に
対
す
る
信
用
の
低
落
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
米
穀
以
外
の
商
品
に
つ
い
て
見
て
も
、
主
要
輸
出
商
品
の
生
糸
は
明
ら
か
に
紙
幣
表
示
に
よ

る
価
格
に
お
い
て
騰
骨
の
跡
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
の
下
に
繭
価
そ
の
他
の
物
価
も
騰
骨
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
商
品
価
格
騰
骨
率
は
洋
銀
相
場
の
昂
騰
に
比
較
す
れ
ば
な
お
低
位
に
止
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

生
糸
の
生
産
費
は
変
化
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
洋
銀
相
場
の
騰
貴
に
よ
っ
て
製
糸
業
者
の
取
得
す
る
紙
幣
額
が
増
大
し
、

そ
の
貨
幣
利
潤
の
増
加
が
繭
の
仕
入
価
格
の
上
昇
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
生
活
必
需
品
の
米
、
主
要

輸
出
品
の
生
糸
に
つ
い
て
、
紙
幣
増
発
の
影
響
が
見
出
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
他
の
商
品
に
つ
い
て
も
同
様
の
推
定
を
行
っ
て
誤
り

は
な
い
は
ず
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
し
か
し
な
が
ら
、
「
貨
幣
制
度
調
査
会
報
告
」
に
収
め
ら
れ
た
東
京
物
価
割
合
比
較
表
お
よ
び
附
属
明
細
表
に
よ
れ
ば
、
玄
米
一

石
の
価
格
は
、
明
治
十
年
五
円
三
三
六
、
十
一
年
六
円
三
八
五
、
十
二
年
七
円
九
五
五
、
十
三
年
一
〇
円
五
七
一
と
漸
騰
し
て
お
り

そ
の
他
の
商
品
に
つ
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
国
内
物
価
の
一
般
的
騰
貴
の
事
実
を
否
定
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
状
態
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
建
言
書
の
意
見
は
必
ず
し
も
正
鵠
を
得
て
い
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
紙
幣
と
正
貨
の
価
値
の
較
差
を
、
右
の
よ
う
に
貿
易
収
支
の
逆
調
に
よ
る
正
貨
の
欠
乏
に
も
と
づ
く
も
の
と
考
察
す
る
結
果
、
正
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貨
価
値
引
下
げ
を
目
的
と
す
る
通
貨
政
策
が
、
建
言
言
提
出
者
河
瀬
秀
治
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
彼
は
こ

の
政
策
を
「
正
権
二
道
二
通
二
分
ツ
」
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
正
道
と
は
経
済
発
展
の
た
め
に
政
府
の
常
務
と
す
べ
き
経
済

政
策
で
あ
り
、
権
道
と
は
現
状
の
金
銀
価
騰
貴
に
対
応
す
る
た
め
の
政
策
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
彼
が
政
府
の
常
務

と
主
張
し
て
い
る
も
の
は
次
の
七
項
で
あ
る
。

　
　
「
第
一
　
政
府
ノ
費
用
ヲ
節
ス

　
　
第
二
　
収
税
法
ヲ
簡
ニ
シ
テ
税
額
ヲ
軽
減
ス

　
　
第
三
　
貨
幣
ヲ
増
発
ス

　
　
第
四
　
貨
幣
ノ
基
ヲ
一
ニ
ス

　
　
第
五
　
民
産
保
護
ノ
法
ヲ
補
足
ス

　
　
第
六
　
運
輸
通
信
ノ
使
ヲ
益
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉

　
　
第
七
　
理
財
ノ
統
計
ヲ
詳
カ
ニ
ス
」

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
説
明
を
要
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
直
面
す
る
金
銀
価
高
騰
の
問
題
に
対
す
る
政
策
に
つ
い
て
の
論
述

を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
政
策
と
し
て
列
挙
す
る
と
こ
ろ
は
、
次
の
ハ
項
で
あ
る
。

　
　
「
第
二
　
真
貨
銀
行
ノ
設
立
ヲ
促
カ
ス

　
　
第
二
　
銀
貨
ヲ
増
鋳
シ
及
ヒ
金
銀
ノ
相
場
ヲ
立
ツ
ル
ヲ
公
許
シ
併
セ
テ
其
取
引
場
ノ
設
立
ヲ
許
ス

　
　
第
三
　
貯
蓄
銀
行
ノ
設
立
ヲ
促
カ
ス

　
　
第
四
　
輸
出
物
品
製
産
ノ
増
進
ヲ
促
カ
ス
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第
五
　
商
人
外
国
二
進
往
ス
ル
ヲ
促
カ
ス
、
附
試
売
ヲ
広
メ
且
往
ク
可
キ
ノ
国
ヲ
撰
ム

　
　
第
六
　
公
債
証
書
ノ
額
ヲ
減
ズ

　
　
第
七
　
関
税
ヲ
課
ス
ル
ニ
保
護
主
義
ヲ
以
テ
ス

　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
　
第
ハ
　
予
備
金
」

　
洋
銀
相
場
上
昇
に
対
す
る
第
一
の
政
策
と
し
て
あ
げ
て
い
る
真
貨
銀
行
は
、
政
府
保
有
の
正
貨
を
資
本
金
と
し
て
設
立
し
、
わ
が

国
の
正
貨
お
よ
び
洋
銀
需
給
の
中
心
機
関
の
機
能
を
も
た
し
め
、
正
貨
の
国
外
流
出
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
構
想
は
、
明
治
十
三
年
、
政
府
の
財
政
的
援
助
の
下
に
設
立
さ
れ
た
横
浜
正
金
銀
行
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
に
至
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
第
二
の
銀
貨
増
鋳
お
よ
び
金
銀
取
引
所
設
立
案
は
、
わ
が
国
の
金
銀
比
価
と
外
国
に
お
け
る
金
銀
比
価
と
の
矛
盾
を
解
消
す
る
た

め
に
、
銀
貨
の
供
給
を
増
加
し
て
、
そ
の
相
場
を
低
下
せ
し
め
る
要
因
を
醸
成
し
、
さ
ら
に
金
銀
貨
売
買
相
場
を
公
認
し
て
、
そ
の

適
正
相
場
を
形
成
す
る
手
段
と
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
十
二
年
三
月
開
業
の
横
浜
洋
銀
取
引
所
を

し
て
、
同
年
九
月
に
金
銀
貨
幣
の
売
買
を
も
行
わ
し
め
る
に
至
っ
た
こ
と
に
影
響
を
も
つ
意
見
と
思
わ
れ
る
。

　
第
三
以
下
の
諸
政
策
は
、
経
済
発
展
の
根
本
問
題
と
し
て
、
産
業
発
展
の
た
め
の
政
策
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
資
金

供
給
源
の
充
実
、
低
金
利
実
現
の
方
策
と
し
て
貯
蓄
銀
行
の
設
立
を
促
進
す
べ
き
こ
と
、
財
政
融
資
に
よ
っ
て
輸
出
産
業
を
伸
長
せ

し
め
、
正
貨
流
入
の
増
大
を
は
か
る
べ
き
こ
と
、
さ
ら
に
こ
れ
に
関
連
し
て
、
公
債
証
書
担
保
に
よ
る
産
業
資
金
の
貸
附
を
行
い
、

ま
た
直
貿
易
拡
大
を
は
か
る
べ
き
こ
と
、
保
護
関
税
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
の
必
要
を
説
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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三

　
右
の
よ
う
に
、
明
治
十
年
以
後
の
洋
銀
相
場
昂
騰
の
原
因
は
、
正
貨
価
値
の
上
昇
に
見
出
さ
れ
る
と
主
張
し
、
不
換
紙
幣
の
過
剰

発
行
を
否
定
し
ょ
う
と
す
る
意
見
は
、
維
新
以
来
、
わ
が
国
経
済
を
急
速
に
発
展
せ
し
め
る
た
め
に
必
要
な
条
件
と
し
て
、
資
金
供

給
政
策
に
重
点
を
お
い
て
来
た
維
新
政
府
の
通
貨
政
策
を
支
持
す
る
原
理
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
特
に
河
瀬
秀
治
ら
に
よ
る

詳
細
な
現
況
調
査
に
も
と
づ
く
建
言
書
は
、
こ
の
立
場
を
と
る
も
の
を
代
表
す
る
見
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
八
一
〇
年
の
イ
ギ
リ
ス
地
金
委
員
会
に
お
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
頭
取
ウ
イ
ッ
ト
モ
ア
は
、

　
「
銀
行
は
決
し
て
銀
行
券
を
強
制
的
に
流
通
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
公
衆
の
需
要
を
超
過
し
て
一
枚
の
銀
行
券

と
い
え
ど
も
流
通
過
程
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
｛
。
」
「
物
価
騰
貴
、
輸
入
増
加
、
歳
入
増
加
お
よ
び
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
一
般
的

支
払
増
大
（
」
を
考
慮
す
る
時
、
銀
行
券
の
発
行
量
は
公
衆
の
需
要
に
均
衡
し
て
い
る
と
主
張
し
て
、
銀
行
券
発
行
量
を
公
衆
の
需
要
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に
対
し
て
「
適
度
の
比
率
を
維
持
す
べ
き
規
準
は
合
法
的
商
業
手
形
と
思
わ
れ
な
い
も
の
の
割
引
を
極
力
避
け
る
こ
と
に
あ
る
。
何

人
も
利
用
す
る
こ
と
を
欲
し
な
い
銀
行
券
に
対
し
て
利
子
を
支
払
う
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
も
し
銀
行
券
が
流
通
過
剰
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
銀
行
へ
還
流
す
る
で
あ
ろ
う
」

と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
主
張
を
見
る
と
き
、
さ
き
に
あ
げ
た
河
瀬
秀
治
ら
の
建
言
に
含
ま
れ
て
い
る
意
見
が
全
く
同
系
の
立
場
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
資
金
供
給
方
式
が
商
業
手
形
の
割
引
に
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
、
こ
の
銀
行
主
義
的
主
張
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
資
金
供
給
量
は
資
金
需
要
に
対
応
す
る
点
に
限
定
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

明
治
初
期
の
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
国
内
通
貨
の
主
体
は
政
府
紙
幣
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
国
立
銀
行
発
行
の
不
換
紙
幣

は
、
明
治
十
一
、
二
年
の
頃
に
お
い
て
も
漸
く
政
府
紙
幣
の
三
〇
％
以
下
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
国
立
銀
行
の
貸
附
業
務
は

公
債
・
地
券
担
保
を
主
体
と
し
て
、
長
期
信
用
供
与
の
傾
向
が
強
く
、
商
業
手
形
割
引
あ
る
い
は
荷
為
替
金
融
に
よ
る
短
期
信
用
の

供
与
は
ほ
と
ん
ど
見
る
べ
き
も
の
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
豊
富
な
資
金
供
給
の
源
泉
と
し
て
利
用
さ
れ
た
政
府
紙
幣
の
発
行

は
、
公
衆
の
資
金
需
要
を
考
慮
し
つ
つ
供
給
量
を
抑
制
す
る
方
法
に
し
た
が
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
近
代
的
国
家
体
制
の
確
立
、
産

業
機
構
の
近
代
化
を
基
本
的
課
題
と
す
る
維
新
政
府
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
た
財
政
経
費
支
弁
の
た
め
に
、
赤
字
財
政
補
填
の
手
段

と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
資
金
造
出
方
法
を
と
る
場
合
、
反
地
金
主
義
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
公
衆
の
資
金
需
要
に
よ
っ
て
資
金
供
給
量
の
限

界
が
設
定
さ
れ
る
と
い
う
法
則
は
樹
立
さ
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
河
瀬
秀
治
ら
の
主
張
の
よ
う
に
、
維
新
政
府
は
政

府
紙
幣
を
経
済
社
会
の
資
金
需
要
に
対
し
て
適
度
な
比
例
を
も
っ
て
増
発
し
た
も
の
と
断
言
し
て
、
維
新
政
府
の
通
貨
供
給
政
策
を
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肯
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
紙
幣
過
剰
発
行
を
物
価
騰
貴
、
洋
銀
相
場
騰
貴
の
原
因
と
見
る
意
見
が
提
起
さ
れ
る

こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
意
見
を
代
表
す
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
大
隈
文
書
中
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
金
銀
価
ノ

昂
貴
ョ
リ
生
セ
シ
驚
悸
二
因
テ
物
価
昂
貴
ス
ル
ト
仮
定
シ
其
救
医
法
ヲ
論
ス
」
と
題
す
る
意
見
書
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ

の
意
見
書
は
筆
者
名
、
作
成
年
月
日
不
詳
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
維
新
政
府
が
銀
貨
売
出
政
策
を
実
施
し
、
あ
る
い
は
正

金
銀
行
を
設
立
し
た
時
よ
り
以
前
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
さ
き
に
あ
げ
た
河
瀬
秀
治
ら
の
「
財
政
之
儀
二
付
建
言
」
と
ほ
ぼ
同
時
期

に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
意
見
書
は
、
物
価
騰
貴
の
原
因
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
　
「
抑
モ
今
日
ノ
物
価
昂
貴
ハ
紙
幣
ノ
落
下
二
因
ラ
ス
シ
テ
、
実
ハ
其
ノ
源
ヲ
金
銀
ノ
乏
少
二
発
シ
、
金
銀
ノ
乏
少
ハ
其
原
由
ヲ
貿

　
易
ノ
不
平
均
二
帰
ス
ル
カ
故
ニ
、
物
品
若
シ
旧
位
二
安
シ
金
銀
二
対
シ
テ
紙
幣
ト
与
二
下
落
セ
ハ
、
輸
入
減
少
シ
テ
輸
出
増
加
シ

　
復
タ
金
銀
ヲ
国
内
二
吸
集
ス
ヘ
シ
、
然
ル
ニ
世
人
動
モ
ス
レ
ハ
金
銀
カ
物
品
紙
幣
二
物
二
対
シ
テ
昂
貴
ス
ル
ノ
真
理
ヲ
弁
セ
ス
、

　
妄
二
紙
幣
カ
金
銀
物
品
二
物
二
対
シ
テ
落
下
ス
ル
ト
ノ
ヽ
Ｉ
空
想
シ
、
紙
幣
二
対
シ
テ
金
銀
昂
貴
ス
ル
ヲ
見
レ
ハ
紙
幣
二
対
シ
テ
又

　
物
価
ヲ
昂
上
シ
、
物
品
ヲ
シ
テ
常
二
昂
貴
ノ
金
銀
ト
対
等
ノ
地
位
二
立
タ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
望
メ
リ
、
実
二
今
日
金
銀
カ
乏
少
ノ
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
ヲ
以
テ
紙
幣
二
対
シ
昂
食
シ
タ
ル
ハ
、
則
チ
其
実
物
品
二
対
シ
テ
亦
昂
食
シ
タ
ル
ナ
リ
」

　
こ
の
意
見
は
、
そ
の
表
現
に
お
い
て
明
確
な
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
れ
は
、
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
が
法
制
的
に
は
金
銀
複
本

位
制
度
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
国
内
通
貨
は
不
換
紙
幣
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
正
貨
は
す
で
に
国
内
に
お
い
て
流
通

手
段
と
し
て
の
機
能
を
喪
失
し
て
い
た
事
実
を
、
正
確
に
把
握
し
て
い
な
い
結
果
生
じ
た
混
乱
で
あ
ろ
う
。
論
者
が
、
金
銀
は
そ
の

欠
乏
の
結
果
、
財
貨
お
よ
び
紙
幣
に
対
す
る
関
係
を
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
物
価
は
金
銀
に
対
し
て
紙
幣
と
と
も
に
下
落
す
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べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
法
制
的
に
金
本
制
度
を
制
定
し
で
い
る
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
金
か
価
値
測
定
の
基
準
で
あ
る

こ
と
を
主
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
通
貨
が
す
で
に
不
換
紙
幣
を
主
体
と
し
て
お
り
、
正
貨
は
商
品

と
と
も
に
、
紙
幣
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
価
値
が
表
示
さ
れ
て
い
る
事
実
を
見
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
論
者

は
、
紙
幣
価
値
の
低
下
が
、
金
紙
価
の
み
な
ら
ず
物
価
の
騰
貴
を
も
惹
起
す
る
こ
と
を
、
世
人
の
空
想
に
も
と
づ
く
も
の
と
批
判
し

て
い
る
が
、
こ
の
問
題
に
注
目
し
て
、

　
　
「
今
日
ノ
物
価
昂
貴
ハ
世
入
力
紙
幣
増
加
ノ
実
迹
ノ
ミ
ヲ
見
テ
其
ノ
差
響
ヲ
推
究
セ
ス
、
漫
然
其
下
落
ヲ
空
想
ス
ル
ノ
虚
勢
ト
、

　
金
銀
乏
少
昂
貴
ス
ル
ノ
実
勢
ト
両
者
相
合
シ
テ
之
ヲ
大
成
セ
シ
者
ナ
レ
ハ
、
今
日
ノ
政
策
ク
ル
ー
方
二
向
テ
先
ツ
充
分
二
比
ノ
虚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
勢
ヲ
鎮
沈
シ
、
他
ノ
一
方
二
向
テ
ハ
彼
ノ
実
勢
ヲ
利
抑
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」

と
述
べ
、
物
価
騰
貴
の
一
つ
の
原
因
を
、
増
発
紙
幣
に
対
す
る
信
認
の
低
下
に
見
出
し
て
、
紙
幣
価
値
回
復
の
た
め
に
は
紙
幣
量
の

減
縮
を
は
か
る
こ
と
の
必
要
を
認
め
、

　
　
「
第
一
派
債
方
案
ヲ
公
示
シ
、
第
ニ
ハ
銀
行
紙
幣
ノ
制
限
額
ヲ
公
示
シ
、
第
三
二
八
銀
行
紙
幣
ノ
一
割
若
シ
ク
ハ
一
割
五
分
ヲ
減

　
セ
シ
メ
、
第
四
二
八
紙
幣
引
換
公
債
ヲ
募
ル
ニ
在
八
Ｌ

と
い
う
紙
幣
整
理
政
策
を
提
案
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
物
価
騰
貴
は
政
府
紙
幣
お
よ
び
銀
行
紙
幣
の
増
発
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
た
、
紙
幣
に
対
す
る
社
会
的
不
信
感
に
も
と
づ
く
も
の
で

あ
る
と
主
張
す
る
論
者
は
、
白
減
債
方
案
を
公
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
不
換
紙
幣
が
将
来
正
貨
と
交
換
さ
れ
得
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
、
㈹
銀
行
紙
幣
の
発
行
限
度
と
、
既
発
行
紙
幣
の
消
却
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
銀
行
紙
幣
増
発
の
危

険
を
抑
制
す
る
こ
と
を
公
衆
に
知
ら
し
め
、
呻
ま
た
紙
幣
引
換
公
債
証
書
の
発
行
に
よ
っ
て
、
政
府
の
意
図
が
紙
幣
減
却
に
あ
る
こ
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と
を
明
白
に
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
紙
幣
消
却
方
策
実
施
の
結
果
、
紙
幣
に
対
す
る
社
会
的
不

信
認
が
消
滅
し
、
物
価
低
落
が
も
た
ら
さ
れ
る
に
至
る
と
説
い
て
い
る
。

　
金
紙
価
の
騰
貴
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
輸
出
産
業
の
発
展
、
貿
易
収
支
の
改
善
、
保
護
関
税
政
策
の
実
施
を
は
か
る
べ
き
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
政
策
を
実
行
に
移
す
こ
と
は
、
経
済
的
後
進
国
の
段
階
に
あ
る
わ
が
国
に
と
っ
て
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
正
貨
欠
乏
の
結
果
正
貨
価
値
の
昂
上
、
物
価
の
下
落
を
来
し
、
貿
易
収
支
が
自
動
的
に
調
節
さ
れ
る
と
い
う
国
際
金
本

位
制
の
法
則
が
働
く
こ
と
を
期
待
す
る
ほ
か
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
正
貨
価
値
の
昂
上
は
物
価
騰
貴
を
も

た
ら
す
状
態
に
あ
る
た
め
に
、
恒
久
的
効
果
は
期
待
で
き
な
い
が
、
臨
時
的
措
置
と
し
て
政
府
は
洋
銀
貨
附
政
策
を
実
施
し
て
正
貨

の
不
足
を
補
充
し
、
一
時
銀
価
を
下
落
せ
し
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
主
張
は
わ
が
国
に
お
い
て
、
明
治
四
年
制
定
の
新
貨
条
例
が
現
実
に
機
能
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
し
た
こ
と
の
上
に
立

論
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
当
時
の
わ
が
国
の
通
貨
事
情
は
、
為
替
相
場
の
変
動
に
よ
っ
て
貿
易
収
支
の
自
動
的
均
衡
が
も
た
ら

さ
れ
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
内
通
貨
で
あ
る
不
換
紙
幣
の
増
発
が
原
因
と
な
っ
て
、
紙
幣
価
値
を
下
落

せ
し
め
、
そ
の
基
準
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
一
般
物
価
お
よ
び
正
貨
価
値
を
高
騰
せ
し
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
論
者

は
洋
銀
貨
附
政
策
を
臨
時
的
措
置
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
点
に
お
い
て
、
む
し
ろ
、
当
時
の
通
貨
事
情
の
本
質
を
把
握
し
て
い
る
も
の

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
見
は
お
の
ず
か
ら
明
治
十
二
、
三
年
の
交
に
維
新
政
府
が
実
施
し
た
洋
銀
取
引
所
設

立
、
銀
貨
売
出
政
策
の
効
果
に
対
す
る
批
判
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
「
金
に
対
す
る
需
要
の
増
大
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
の
欠
乏
は
、
他
の
す
べ
て
の
財
貨
に
比
例
し
て
金
を
さ
ら
に
高
価
な
も
の
な
ら

　
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
同
量
の
金
が
以
前
よ
り
多
量
の
財
貨
を
隣
人
し
得
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
金
の
実
質
価
格
は
昂
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騰
し
、
あ
る
い
は
金
と
交
換
に
与
え
ら
れ
る
商
品
の
量
は
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
商
品
の
価
格
は
下
落
す
る

　
で
あ
ろ
う
。
金
自
体
の
価
格
は
不
変
で
あ
る
が
、
他
の
す
べ
て
の
商
品
の
価
格
は
下
落
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
現
在
の
事
態
で

　
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
す
べ
て
の
商
品
の
価
格
は
騰
貴
し
、
金
の
価
格
は
商
品
の
価
格
と
同
様
に
騰
貴
し
て
い
る
。
も
し
こ

　
れ
ら
共
通
の
結
果
を
唯
一
つ
の
原
因
に
帰
せ
ら
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
原
因
は
、
こ
の
国
の
通
貨
事
情
の
中
に
の
み
見
出
す

　
　
　
　
　
　
　
印

　
こ
と
が
で
き
る
」

と
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
地
金
委
員
会
の
報
告
が
述
べ
て
い
る
の
は
、
明
治
初
期
の
わ
が
国
の
通
貨
事
情
に
も
妥
当
す
る
見
解
で
あ

り
、
さ
き
の
意
見
書
も
同
じ
立
場
に
も
と
づ
く
主
張
を
内
容
と
し
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
当
時
の
わ
が
国
の
国
内
通
貨
は
政
府
紙
幣
と
国
立
銀
行
紙
幣
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
不
換
紙
幣
に
対
し
て
正
貨

は
他
の
商
品
と
同
じ
立
場
に
お
か
れ
て
、
そ
の
紙
幣
表
示
価
格
が
上
昇
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
地
金
報
告
」
が

　
　
「
も
し
一
定
額
の
鋳
貨
の
実
質
価
値
が
減
少
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
よ
り
少
い
地
全
量
と
等
価
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
国
に

　
お
い
て
金
と
兌
換
し
得
な
い
国
内
通
貨
が
過
剰
に
発
行
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
金
の
市
場
価
格
は
造
幣
価
格
に
対
し
て
同
様
の
騰
貴

　
を
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
過
剰
額
は
他
の
国
へ
輸
出
さ
れ
得
な
い
し
、
ま
た
正
貨
に
兌
換
さ
れ
得
な
い
た
め
に
、
必
ず
し
も
そ

　
れ
の
発
行
者
へ
還
流
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
は
流
通
過
程
に
滞
留
し
て
、
す
べ
て
の
商
品
の
価
格
を
増
大
す
る
こ
と
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
て
漸
次
吸
収
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
治
十
一
年
よ
り
十
四
年
に
至
る
わ
が
国
に
お
け
る
不
換
紙
幣
発
行
額
の
膨
脹
、
物
価
騰
貴
を
説
明
す

る
場
合
に
も
通
切
な
言
葉
で
あ
ろ
う
。

　
明
治
十
二
、
三
年
の
時
期
に
、
わ
が
国
の
紙
幣
発
行
量
の
過
剰
で
あ
る
か
否
か
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
疑
問
さ
れ
た
議
論
が
、
明
治
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十
四
年
秋
以
後
、
松
方
正
義
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
通
貨
政
策
に
よ
っ
て
結
論
が
呈
示
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
明
治

元
年
以
来
、
国
家
体
制
の
整
備
、
経
済
制
度
の
改
革
を
目
的
と
す
る
諸
政
策
実
施
の
た
め
に
、
大
隈
重
信
に
よ
る
資
金
供
給
政
策
が

推
進
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
十
一
年
に
至
っ
て
不
換
紙
幣
増
発
の
影
響
が
物
価
、
金
銀
価
の
面
に
顕
著
に
現
わ
れ
は
じ
め
た
。
そ
し

て
、
明
治
十
年
西
南
の
役
終
了
に
よ
っ
て
維
新
政
府
の
政
治
的
権
力
が
確
立
さ
れ
た
時
に
あ
た
っ
て
、
近
代
的
経
済
制
度
生
成
の
た

め
に
必
要
な
条
件
と
し
て
、
通
貨
価
値
安
定
の
問
題
に
関
心
が
も
た
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
根
方
正
義
に
よ
っ
て
租
税
増
徴
、

財
政
支
出
の
節
減
に
も
と
づ
く
紙
幣
消
却
政
策
が
と
ら
れ
、
過
剰
購
買
力
が
吸
収
さ
れ
た
結
果
、
通
貨
価
値
は
急
速
に
回
復
し
、
明

治
十
八
年
五
月
日
本
銀
行
券
の
発
行
が
実
現
し
、
年
末
に
至
っ
て
紙
幣
は
正
貨
と
平
価
に
流
通
す
る
状
態
に
到
達
し
た
。
こ
の
紙
幣

消
却
政
策
に
よ
っ
て
通
貨
価
値
の
回
復
が
実
現
さ
れ
た
事
実
は
、
す
で
に
不
換
紙
幣
が
過
剰
に
発
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
実
証
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
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